


自
分
の
身
体
は

毎
日
の
生
活
を
よ
り
豊
か
で
楽
し
く
す
ご
す
た
め
に
は
、
心
身
の
健
康
が
大
変
重
要
で
す
。

何
か
症
状
、
が
出
た
り
し
な
い
と
、
つ
い
つ
い
お
ろ
そ
か
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
の
健
康

は
、
自
分
で
作
り
、
守
る
も
の
で
す
。
年
1
回
は
、
体
の
総
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

早

発

阜

期
ミム
，ロ

療

見
、

期

ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

住
民
総
合
検
診
で
は
、
青
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
過
去
五

年
間
の
検
診
の
統
計
か
ら
需
ガ
ン
検
診
の
受
診
者
は
、
一
昨
年
か
ら
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
大
暗
に
減
少
し
ま
し
た
。

ガ
ン
は
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
毎
年
受
け
て
こ
そ
の
卑
期
発
売

で
す
。
検
診
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

反
対
に
南
須
釜
、
竜
崎
、
岩
法

寺
地
区
は
、
加
%
台
と
受
診
率
の

低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
胃

ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
は
、
過
去
5

年
間
の
傾
向
と
し
て
東
部
地
区
が

西
部
地
区
に
比
べ
て
、
受
診
率
が

低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、

病
院
な
ど
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
身
体
は
、
自
分
で
管
理

す
る
こ
と
、
ま
た
、
家
族
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

受

診

率

上

位

は

申

区

平
成
5
年
度
の
胃
ガ
ン
検
診
の

受
診
率
は
お
・
2
%
、
子
宮
ガ
ン

は
お
・
5
%
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

年
々
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
一
昨
年
頃
か
ら
増
加
傾
向

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
別
の
受
診
状
況
を

み
ま
す
と
、
平
成
九
年
の
住
民
検

診
の
胃
ガ
ン
検
診
で
中
地
区
が
受

診
撃
が
幼
・
3
%
と
ト
ッ
プ
で
す
。

中
地
区
と
川
辺
地
区
な
ど
は
、

過
去
5
年
間
の
受
診
率
か
ら
も
高

平成10年ア月
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(%) 

ぱ 1

5任霞 6:i+度 7:E巨度 8:i+鹿 9:i+麗

JII 辺 39.6 43.4 34.3 38.4 38.4 

蒜生 32.5 26.3 28.8 28.8 33.6 

小高 40.8 36.9 35.7 32.3 33.1 

ペ1 46.4 42.9 38.6 37.2 40.3 

岩法寺 19.2 24.9 25.1 25.1 27.3 

竜 IU奇 28.0 23.8 24.8 24.8 24.1 

市須釜 28.6 25.9 23.3 24.3 29.1 

北須釜 33.9 22.9 23.2 22.7 33.5 

t仁bI 27.2 24.4 19.5 26.8 34.1 

111小屋 31.6 29.2 33.0 33.0 38.5 

問 辻 35.0 37.2 37.2 26.0 34.3 
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総
合
検
診
で
健
康
な
村
づ
く
り

村
で
は
、
去
る
6
月
9
日
か
ら

お
臼
ま
で
の
ロ
自
問
、
村
内
山
ヶ

所
で
住
民
総
合
検
診
を
行
い
ま
し

た。
住
民
総
合
検
診
は
、
自
営
業
の

方
や
勤
務
先
で
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
々
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。今

回
、
結
核
検
診
は
、
l
，
8

4
0
名
、
血
圧
測
定
、
尿
、
血
液

検
査
を
行
う
慕
本
健
診
は
、
l，

5
9
1
名
、
胃
ガ
ン
健
診
は
7
1

3
名
の
方
が
受
診
し
ま
し
た
。
昨

年
に
比
べ
、
受
診
者
は
ど
の
検
診

も
大
胞
に
減
っ
て
い
ま
す
。

住
民
総
合
検
診
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
表
1
の
金
額
で
、
指
鳥
県

保
健
衛
生
協
会
に
委
託
し
て
い
ま

す。

本
年
度
は
、
ガ
ン
検
診
に
対
す

る
、
国
県
の
補
助
金
が
な
く
な
り
、

地
方
交
付
税
算
定
と
な
っ
た
た
め

に
、
胃
ガ
ン
検
診
、
子
宮
ガ
ン
検

診
、
乳
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
も
、

個
人
負
担
金
を
と
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

個
人
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
国

で
示
し
て
い
る
基
準
額
と
、
一
人
当

た
り
の
委
託
料
な
ど
か
ら
、
表
ー

の
よ
う
に
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
総
合
検
診
で
は
、

各
地
区
の
保
健
協
力
員
の
皆
さ
ん

が
、
各
家
庭
と
、
役
場
の
パ
イ
プ

役
と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
各

家
庭
を
訪
問
し
、
受
診
勧
奨
を
行

っ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
集
約
し
て
く
れ
た
り
と
、
大
変

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1人当たり
基準額 玉川村

委託料

結核検診
662 

(レントゲン)

検胃ガ号ン11;:::、シ 4，305 900 400 

文日ガ検 I集同 3，675 600 300 

ン診|施設 6.947 1.700 700 

1士蹄3品凡、 ガ ン吉[J~会7 515 

検大腸ガ診ン 1.628 500 

kh.r;:f_ー了コ仕 6.143 1.200 600 

乳ガン
2.800 700 300 十会 圭ロ/会

(円)

も

い

が

…

ん

に

を

て

診

探

ル

強

…

ち

は

、

保

健

か

刻

一

/

ヂ

ハ

・

の

イ

け

…

婦

の

広

瀬

で

そ

パ

受

、

川

ト

ザ

¥

う

…

す

。

検

診

会

:
;
:
J
-

判
仇

J

Z

レ
…
場
で
の
「
元
気
茶
屋
」
も
す
っ
か
り
お

に
う
せ
ま

と
よ
、
出
…
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。
元
気
茶

ぷ
訪
問
一
虻
…
屋
で
、
お
茶
を
出
し
て
く
れ
て
い
た

け
陀
り
韓
…
の
ま
、

N

元
気
ク
ラ
ブ
ゐ
会
員
の
皆

受

が

わ

;

・

ー

を
り
終
後
…
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
は
茶
屋
を
通
じ

診
く
て
事
・

検
づ
け
、
…
て
、
住
民
の
方
々
と
の
ふ
れ
合
い
を

。
康
一
笠
ず

す
健
を
必
…
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
元
気

キ

』

小

ラ

一
円
内
心
機
九
…
を
高
め
て
い
ま
す
。

U
M…
訊
尉
…
活
動
は
毎
月
1
回
、
ボ
ラ
ン
一
ア
イ

は
り
で
れ
…
ア
だ
す
で
な
く
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や

会

ふ

会

さ

H

L

簿
一
泊
講
中
川
…
つ
ぼ
療
法
な
ど
、
も
り
だ
く
さ
ん
で

i
i
i
j
-

後
生
後
仁
…
す
。

事
の
事
活
…

と
々
、
生
…
一
緒
に
楽
し
み
た
い
方
は
、
健
康

診

各

が

の

検
に
の

B

…
福
祉
課
(
4
6
2
3
)
ま
で
お
気
軽

と
く
毎
…
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
」

元気クラブも応援
受診後のひといき

住~総合検診の各会場に元気クラブによる
f元気茶屋jが聞広しました。

横診を受けた皆さん万に、しいたけ茶やウー

ロン茶などのサービスをして、受診後の憩いの

ひとときを提供しました。

元気茶屋は、横診では毎年お~1I1染みで、住民

の皆さんから大変招評となっています。
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第
科
目
黒
消
防
操
法
競
技
石
川
支
部
大
会

広報たまかわ平成10年7月

竜
崎
分
岡
(
制
約
肝
)
古
分
団
(
議
ン
)
が
出
場

7
月
初
日
(
日
)
石
川
町
で
開
催

選
手
団

健
闘
を
誓
う

第
仏
国
福
島
県
消
防
操
法
競
技
石
川
大
会
に
本
村

代
表
と
し
て
出
場
す
る
選
手
団
の
結
図
式
が
7
月
8

日
午
後
8
時
か
ら
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
竜
崎
分
団
(
柳
沼
栄
分

団
長
)
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
吉
分
団
(
有
賀
貞
亥
分

団
長
)
が
出
場
し
ま
す
。

式
で
は
、
車
出
村
長
と
佐
久
間
消
防
団
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
選
手

団
を
‘代
表
し
て
竜
崎
分
団
の
小
林
久
晃
選
手
が
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
村
と
村
消
防
団
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(

竜

崎

分

団

)

(

士

口

分

団

)

指

揮

者

小

林

指

揮

者

矢

吹

隆

雄

1
番

員

小

林

1
番
員
大
和
田
寿
美
夫

2
番

員

上

野

2
番
員

矢

吹

春

美

3
番

員

小

林

3
番
員
大
和
田
勝
幸

4
番

員

橋

本

補

充

員

矢

吹

将

徳

補

充

員

鈴

木

(

敬

称

略

)

男
子
卓
球
ダ
ブ
ル
ス

張
本
・
矢
吹
組
(
泉
虫
県
大
会
ヘ

女
子
柔
道
の
角
田
さ
ん
、
溝
井
さ
ん
も

中
体
連
総
合
体
首
大
会
の
県
南
大
会
は
、

6
月
間
日
に
白
河
市
の
各

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
泉
中
挙
校
の
卓
球
、
剣
道
、
柔
道
部
、
須
釜

中
学
校
の
卓
球
部
が
活
躍
し
上
位
入
賞
し
ま
し
た
。

卓
球
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
張

本
伸
彦
君
・

矢
吹
淳
君
ペ
ア
(
泉

中
)
が
3
位
入
賞
、
女
子
柔
道
臼

見
で
角
田
瞳
さ
ん
(
泉
中
)
が

3

位
、
同
日
同
で
溝
井
さ
と
美
さ
ん

(
泉
中
)
が
同
じ
く
3
位
入
賞
し
ま

し
た
。

張
本
・
矢
吹
ペ
ア
と
角
田
、
溝

井
の
各
選
手
は
、

7
月
初
日
か
ら

幻
日
ま
で
い
わ
き
市
と
富
岡
町
で

広報たまかわ平成101f7月

開
催
さ
れ
る
福
島
県
大
会
へ
の
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
剣
道
男
子
団
体
に
出
場

し
ま
し
た
泉
中
学
校
剣
道
部
は
、

3
位
入
賞
を
、
卓
球
女
子
団
体
に

出
場
し
ま
し
た
須
釜
中
学
校
卓
球

部
も
同
じ
く
3
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
両
部
と

も
大
会
規
程
に
よ
り
県
大
会
へ
の

出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女吾柔道52kg級
3位角田 瞳さん

女吾柔道56kg級
3位溝井さと美さん

武義 正正久
司-誠 幸喜 晃

塩
田

茂
さ
ん
(
畑
町
)

村
消
防
団
四
辻
分
団
の
塩
田
茂

さ
ん
(
お
歳
)
に
消
防
活
動
に
対
し

て
他
の
模
範
と
な
る
こ
と
か
ら
福

島
県
知
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

受
彰
し
た
塩
田
さ
ん
は
、

「
こ

れ
か
ら
も
予
防
消
防
活
動
に
励
み

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

4 

順
調
な
仕
上
が
り

仮
審
査
会
を
行
う

竜
崎
、
吉
両
分
団
で
は
、
6
月

上
旬
か
ら
毎
晩
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
ナ
イ
タ
ー
に
よ
る
操
法
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

8
日
に
は
、
選
手
団
の
結
団
式

に
先
立
っ
て
、
午
後
7
時
か
ら
村

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
操
法
競
技
の
仮

審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
仮
審

査
会
は
、
須
賀
川
広
域
消
防
本
部

の
職
員
の
皆
さ
ん
が
審
査
員
と
な

っ
て
、
実
際
の
競
技
を
想
定
し
て

行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、
両
分
団

と
も
順
調
な
仕
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

に
知
事
表
彰

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

.. 暢

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
県
南
大
会

小
針
匠
君
主
一
小
)
が
個
人
3
位

玉
一
小
A
は
団
体
4
位

さ
き
に
石
川
町
で
行
わ
れ
た
第

初
回
石
川
地
方
交
通
安
全
一子
ど
も

自
転
車
大
会
の
個
人
の
部
で
優
勝

し
た
小
針
匠
君
(
玉

一
小
6
年
)
と

た
)
団
体
2
位
の
玉

し
年
川
一
小

A
チ
l

葺

6

ι

臥

4

ム
は
、
7
月
4
日

毘

(士
)
に
郡
山
市

内
山
一
叩
の
郡
山
免
許
セ

個
崎
ン
タ

l
で
行
わ

県民スポーツ石川郡大会

家庭バレー小高が優勝

福島県民スポーツ大会の石川郡大会は、ア月5日(日)

に本村の村民グラウンドをメイン会場に壮年ソフトボー

ル、家庭バレーボールなどが行われました。ソフトボール

とバレーボールには、 5町村からそれぞれ12チームが出

場して熱戦が繰り広げられました。競技の結果、女吾バレ

ーボールで小高チームが男事優勝を飾りました。

主な成績は次のとおりです(本村関係のみ)

(家庭バレーボール) (バドミントン)

1位~小高チーム 1位~玉川村

2位~北須釜 (卓球)

(壮年ソフトボール) 2位~玉川A

3位~南須釜

北須釜は準優勝

れ
た
県
南
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
c

大
会
の
結
果
、
小
針
匠
君
は
、
個

人
の
部
で
見
事
に
第
3
位
入
賞
を
、

仁
井
田
晃
君
(
玉

一
小
6
年
)
が
努

力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
団
体
で

も

4
位
入
賞
を
果
た
し
、
小
針
君

と
玉
一
小

A
チ
l
ム
は
、

7
月
山

日
に
福
島
市
庭
坂
の
福
島
免
許
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
県
大
会
へ
出

場
し
ま
す
。

「
h
u
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就
職
は
厳
し
い

就
職
懇
談
会

村
商
工
会
工
業
部
会
(
鈴
木
繁

一

部
会
長
)
で
は
、
来
春
、
高
校
を
卒

業
す
る
生
徒
の
就
職
に
つ
い
て
、
求

人
側
の
村
内
企
業
と
各
高
校
の
就
職

指
導
担
当
者
と
の
懇
談
会
を
聞
き
ま

し
た
。

不
況
を
反
映
し
て
か
、
村
内
企
業

の
求
人
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

4
社
ロ

名
と
大
変
厳
し
い
状
況
か
ら
各
高
校

の
担
当
者
の
皆
さ
ん
も
企
業
の
説
明

を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

村教育委員会

マイクロパスを配置

幻
世
紀
へ
の
人
材
養
成

「
玉
川
村
能
力
開
発
学
院
」
開
校
へ

平成10年7月

村
商
工
会
(
古
寺
福
喜
会
長
)
で
は
、

経
営
者
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を

日
的
に
玉
川
村
能
力
開
発
学
院
を
7

月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
、

商
工
会
館

で
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
校
す
る
に
あ
た
り
同
学
院
を
運

営
す
る
能
力
開
発
学
院
運
営
委
員
会

が
開
か
れ
、
行
政
や
商
工
会
役
員
、

村
内
企
業
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

比
名
に
古
寺
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

広報たまかわ

付
さ
れ
ま
し
た
c

人
材
能
力
開
発
学
院
で
は
、
経
営

セ
ミ
ナ
ー
コ

l
ス
、
経
営
実
務
コ
ー

ス
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
技
術
・
情
報

コ
l
ス
に
分
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

設
け
て
、

中
央
に
行
か
な
く
て
も
村

内
で
受
講
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
強
調

し
て
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
村
商
工
会

ま
で
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

6 

わ
れ
、
全
国
か
ら
予
選
を
通
っ
て
き

た
約
千
点
余
り
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
長
官
賞
は
、
農
林
水
産
大

臣
賞
に
次
ぐ
ナ
ン
バ
ー

2
の
賞
で
、

馬
上
さ
ん
は
、
同
賞
を

3
年
連
続
で

受
賞
し
、
そ
の
技
術
の
高
さ
が
証
明

さ
れ
、
明
る
い
話
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

3
年
連
続
林
野
庁
長
官
賞
受
賞

乾
燥
シ
イ
タ
ケ
で
馬
上
久
光
さ
ん
(
荷
須
釜
)

5
月
に
行
わ
れ
た
福
島
県
乾
燥
シ

イ
タ
ケ
品
評
会
で
知
事
賞
を
受
賞
し

た
馬
上
久
光
さ
ん
(
仏
歳
・
南
須
釜

青
井
沢
)
の
シ
イ
タ
ケ
「
花
ど
ん
こ
」

が
第
沼
田
全
農
乾
燥
椎
茸
品
評
会

で
見
事
「
林
野
庁
長
官
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

同
品
評
会
は
、
埼
玉
県
久
喜
市
で
行

玉
川
山
野
草
会
(
溝
井
博
道

会
長
)
主
催
に
よ
る
第

U
回
玉

川
山
野
草
展
が
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
日
本
間
で
開
か
れ
ま
し

た
。山

野
草
展
に
は
、
会
員
ぬ

名
か
ら
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
山
野

草
な
ど
制
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
村
内
は
も

と
よ
り
村
外
の
町
村
か
ら
も
大

勢
の
山
野
草
フ
ァ
ン
が
鑑
賞
に

訪
れ
ま
し
た
口

第
灯
白
玉
川
山
野
草
展

か
れ
ん
な
花
に
の
も
な
ご
む

村内児童、生徒などの学醤活動における送迎など

を目的仁村教蕎委員会にマイク口パスが配置されま

した。弓|渡式では、議会議員、

教育関係者が多数出席し、車田

村長から小林教育長にキーが渡

されました。今後の教育活動で

のパスの育効利用が大いに期待
されます。

石川地方公保連球技大会

泉保育所が
〈ソフトボール、 31
バレーボールJ 乱

第25回石川地方公立保育所保護者会連

絡競技会球技大会が、平田村総合運動場を

メイン会場に行われました。

石川地方の9f.宗青所から男菩ソフトポー

ル、女3バレーボールにそれぞれ11チー

ムが参加しました。
本村から泉保育所保護者会(飯村正明会

長)チームが出場して、健闘のすえそれぞ

れ3位入費を果たしました。

河川愛護ディー

みんなで美化運動

ま
た
、
出
品
作
品
の
競
技
会

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

(
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
部
)

O
村
長
賞
j
添
田
ナ
ツ

O
会
長
賞
1
福
田
端
夫

。
福
島
民
報
社
賞
i
溝
井
良
仲

。
あ
づ
ま
観
光
社
賞
j
車
田
久
七

(
一
般
山
野
草
の
部
)

。
会
長
賞

1
車
田
登
茂

。
村
議
長
賞
1
佐
藤
忠

一

f河J11をきれいにjを合い言葉に

平成10年度のクリーンアップ作戦は、早朝から

全県一斉に行われました。

本村でも、各河川の河川敷に措てられた空力ンや

廃ビニール、紙屑などのロ収や雑木や雑草の刈り払

い作業が行われました。

阿武隈川の河川敷でも、人の背文よりも高くなっ

た雑草が草刈り機械で刈り取られてきれいな河川が

よみがえっていました。
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広報たまかわ平成1O:q: 7月

護霊怠護霊夏務支通事古知覧直震民総護憲ZZ運:動古翠誌善吉

害警護善努ZF月間;自主繋主導芸評周30j目葉樹嘉手芸芸者

お盆の

ごみ収集・し尿くみ取りの

お知 5せ

「ゆ判2TF古前誠師三振をど訪」
-…平常どおり行います。

夏
休
み
恒
例
の
玉
川
村
青
少
年

育
成
村
民
会
議
主
催
に
よ
る
少
年

球
技
大
会
は
、

8
丹
1
日
(
土
)に

須
釜
小
学
校
校
庭
と
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
例
年
ど
お
り
男

子
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
が
ミ

ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ

各
行
政
区
ご
と
に
チ
l
ム
を
編
成

広報たまかわ平成10年ア月

例
年
こ
の
時
期
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
と
行
楽
に
よ
る
疲
労
、
ま
た
、

解
放
感
に
よ
る
無
謀
な
運
転
な
ど
か
ら
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
県
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
ぐ

る
み
で
交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
運
動
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
の
重
点
は

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

過
労
運
転
・
無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

学
校
が
夏
休
み
に
な
る
と
、
児

童
・
生
徒
が
自
転
車
に
乗
っ
た
り

す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

家
庭
や
学
校
か
ら
も
安
全
な
自

転
車
の
乗
り
方
や
安
全
な
道
路
の

横
断
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、

運
転
者
は、

子
供
た
ち
の
多
い
地
区
を
走
行
す

る
と
き
は
安
全
運
転
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

海
や
山
な
ど
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
や

帰
省
な
ど
、
夏
の
遠
距
離
ド
ラ
イ

ブ
は
、
過
労
運
転
が
た
い
へ
ん
心

配
で
す
。
無
理
の
な
い
計
画
と
、

こ
ま
め
な
休
憩
で
ゆ
と
り
の
あ
る

8月14日は休みとなります。

お盆話にくみ取りを希望される方は、

ア月31E3まで申込みください。

(お問い合わせ先)

役場住民課環境衛生係

。直通57-4624

…

就

改

セ

ン

タ

ー

に

冷

房

設

備

…

暑

い

夏

に

強

j
い
昧
方

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階

に

な

お

、

詳

し

く

は

公

民

館
(2

n

n

こ
の
ほ
ど
冷
房
が
設
備
さ
れ
ま
し
丘
七
四
六
三
二
)
ま
で
。

た
。

舞
鶴
審
議
官
理
解
離
過
酷

議
機
会

い
ふ一一
%
J
額

瞳

こ
れ
か
ら
の
夏
の
暑
い
日
の
会

。J
d
f議

務
懇
蕗
議
鰯
麹
幾
織盤
面

目
議
や
そ
の
他
各
種
団
体
の
会
合
な

叩
ニ

Ferri-欝

麟

轍

穣
襲
警

?

…
ど
が
快
適
な
空
間
で
行
、
つ
こ
と
が

加

に

¥

寵

館

醸

議

噸
ー
は

…

い
で
き
ま
す
。

!ik
議
議
織
機
毅
臨
鱒
斡
潟
総
論
町
日

ま
た
、
図
書
室
は
、
夏
休
み
中

顧
三

γ翠
警
護
韓
議
翠
轟
臨
罷

…
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
の
学
習
の

一語
一
一藤
鱗
麓

密

機

欝

諜
鞠

酷

・
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

川
山
譲
護
機

構

臨

調

盟

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

¥
詮

号

機

構

臨
麟

醐

盛

第
U
回

少

年

球

技

大

会

…

8
月
1
日
(
土
)
に
開
催

大
会
実
施
要
項
ま
と
ま
る

し
て
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

組
合
せ
抽
選
会
は
、

7
月
幻
臼
日

午
後
7
時
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
夕
日

!
で
行
わ
れ
ま
す
。

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う。

ま
た
、
夏
は
解
放
的
に
な
り
、

暑
さ
か
ら
若
者
の
無
謀
な
運
転
行

為
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
c

ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
カ
ー
ブ
や
交

差
点
で
の
交
通
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
を
持

っ
て

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

8 

休

み

¥川
や
池
で
の
遊
び
に

〆I

一二、
注
意
し
ま
し
ょ
う
:

夏
子
供
た
ち
の
間
で
も
釣
り
が

大
ブ
l
ム
で
す
。

夏
休
み
に
な
る
と
川
や
池
な

ど
に
釣
り
に
行
く
機
会
が
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
釣
り
を
す
る
場
合

は
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
ま
し

ょ、っ
。

①
釣
り
に
行
く
と
き
は
、
な
る

べ
く
大
人
の
人
と
い
っ
し
ょ
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
絶
対
に

一
人

で
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト
小
、
つ
ノ
O

②
危
険
な
場
所
に
は
絶
対
に
行

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
安
全
用
具
(
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
)
な
ど
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
、
っ
。

この宝くじの収益金は、市町村の行う公共事業に
役立てられます。

真夏の宴。玉川夏まつりや
8月13日開催

芸能大会花火大会など多彩

第10回玉川霊まつりが今年も8月13巴(木)仁村役場駐車

場をメイン会場に行われます。

玉川霊まつり実行委員会(大木吉永会長)の主催で今年も特

設ステージでの芸能発表大会や夜空を焦がす花火大会など盛

りだくさんの内容となっています。

主な内容は次のとおり。

・第13目玉川花火大会

午後78寺30分~

・玉川豊まつり図薗コンつール

(村内小掌生対象)

・農産物の展示直売

・金魚すくい大会

・玉川村芸能発表会

午後2時~午後ア時

・ビアガーデン

午後5時~午後8時

9 



》より手

襲休み、読書をしましょう
新しい本が入りました

@eo 
4室詔書;図;

児童、笠徒の皆さん、霊休み中、本に親しみましょう。

村図書室では、新しい本在購入して皆さんをお待ちしてお

ります。

また、図書室にはクーラーが設矯されてとても快適です。

rZJ団司団の健康ごよみ・7月
22日(水) 日本脳炎予防接種・・・・・・・・・・・・・・・須

午後 18寺
24B(金) 3歳児健診・・・

午後 1時

27日(月) ツベんクリン辰応検査・・・・・・・・・・・須

午後 1時~
29日(水)ツベルクリン判定及び日CG接種・・須

午後 1時 漫

30日(木) 日本脳炎予防接種・・・・・・・・・・・・・・・保

午後 1時 ，、岡，，、WT

消防職員(高卒程度)

国8月

4B(火)

割入国警備自衛官は?

全国の地方入国筈理局・問主題・悶出

張所、各入国者収容所入国警理センター

において次のような業務に従事します。

O不法入富者や不法残留者などの選民事

件の調章

。収容令書又は退去強髄令書を発布され

た外国人の収捕、収器、護送、送還

。入居者収容所入居管理センターなどに

おける被取容者の処遇、施設の警備

掛受付期間 8月 17日(用)~

8月318(月)

量採用予定数約30名

~畏験資格

昭和50年4月2日~昭和56年4月 1

日生まれの者

ー試験日・試験種目

・第 1次話験 9月27日(自)

教養試験・作文試験

・第2次試験 9月28日(月)

人物試験・身体項目定

身体検査・{本力検査

ー申込手!犠-人事院東北事務局

(Tξし022-221-2022)

量申込先・法務省仙台入国管理局

(Tξし022-256-6076)

~募集種目・嘉集人員・資格

(航空掌生)

~海約70名、空

高卒(見込)

211歳未満の者

(一般璽候縄学生)

~陸約400名
海約390名
空約400名
18歳以上24歳未満の者

(醤候補士)

~陸約1，650名
海約480名
空約460名
18蔵以上27蔵未満の者

(2等陸・海-空土)

~男予 約7，600名
女主子陸約500名

海約60名
空約100名
18歳以上27歳未満の者

雇受結期間

いずれの種目も8月 3 日~9月 11 巴
※2等陸 i毎・空士の男予は、年聞を通

じて受付を行っております。

通信詳しくは、村役場又は次の事務所にお

問い合わせください。

白河市手代前17 1 
白{詰隊白河募集事務所

岱 0248-24-0372

約70名

平成11年度須翼川地方広域消師職員

(高校卒程度)採用候補者試験を次のとお

り行います。

基職種及び探用予定人員

消防職若干名

越受験資格

昭和48年4月2日から昭和56年4月

1日までに生まれた者

~試験の方法

・第 1次試験

(教養試験)社会、人文、自然に関する一

般知識及び文章理解、判断推理、数的推

理仁関する一般知能(択一式)

なお、性格検査及び作文を同時に行う0

・第二次試験

口述試験、体力検査、健康診断、身上

などの調査

ー試験の期日、場所及び結果の通知

・第 1次試験 9月20自(日)

須菌川市役所

・第2次試験 平成10年11月上司の予

定

(口述試験) 須員川市役所

(体力模室) 広域消防本部

結果については、合杏にかかわらず通

知します。不鴫な点(ま、須第川地方広域

消防本部総務課Cti0248-76-3111)

まで。

-小峰ひげじいさんのぼうけん

・ちひろ美衛館(全13巻)

.II~\にのこる支掌(全31 巻)

.ポプラポップストーリーズ(全8巻)

.傑作総本(全24巻)

.学校のまわりの草木図鑑(全4巻)

その他にもたくさん入りました。

どうぞご利用ください。

ツベjしクリン皮師検査・.......• 

午後 1時~

ツべJしつリン判定79.びBCG接穣・・保

午後 1時~

1歳6力月見健診

午後 1時~

10日(月)機能訓練

午前10時~

12B(水) 股関節脱臼模診・・・・・・・・・・・・・・・・i白石

午後 1時30分~午後2時

{采

須:須釜公民館

:受付時間

6日(木)

保健センタ一

日石:I日百川保健所

7日(金)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

士自

|お誕生おめでとうございます1
(6月届出分)

保護者名

正

隆

正

徳

出生克氏名

田晃祐

ト山出

小林哲塩

上野

荻野直人

里子新紀

(村社会寵祉協議会)

.Jf!辺の矢部一郎さん

.Jf/辺の熊出征行さん

区

高

。

言己

1，767戸 (-4)

7，646入(-12) 

3，740人(-5) 

-小高の講tf:倉夫さん

・JI/辺の吉出縞之さん

・}!f辺の矢部欣ーさん

・中の小針ミチ了ムさん

村のようす
(10年ア月 1日現在)

昼
回
“

U
9
2

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

足
の
萎
え
お
墓
参
り
も
か
な
わ
ず
に
台
宅
に
呑
を
立
て
る
や
日

久
々
の
晴
れ
に
「
門
虫
の
祝
い
舟
」
幻
に
し
て
川
面
に
お
く
る

春
一
本
の
風
は
観
音
堂
前
に
掃
さ
集
め
た
り
杉
の
落
葉
も

泉
水
の
鯉
ピ
て
寒
さ
に
弱
い
ら
し
深
所
に
も
ぐ
リ
春
を
持
つ
な
リ

東
京
の
大
学
目
指
し
ゅ
く
孫
の
、
初
う
い
し
か
り
初
紅
ひ
き
て

10 

平
成
十
年
分
の
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
年
分
所
得
税
の
特
別
減

税
は
、
平
成
十
年
分
所
得
税
の
納

税
者
に
対
し
、
原
則
と
し
て
、
所

得
税
額
か
ら
控
除
対
象
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に
応
じ
た

一
定
額
を
控
除
す
る
も
の
で
す
。

(
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人
)

平
成
十
年
分
所
得
税
の
納
税
者

で
あ
る
居
住
者
又
は
非
居
住
者

(
総
合
課
税
の
対
象
と
な
る
人
に

限
り
ま
す
)
で
す
。

(
特
別
減
税
額
)

次
の
金
額
の
合
計
額
で
す
。
た

だ
し
、
そ
の
合
計
額
が
そ
の
人
の

平
成
十
年
分
の
所
得
税
額
を
超
え

る
場
合
に
は
、
そ
の
所
得
税
額
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

-

本

人

三

万

八

千

円

・
扶
養
親
族
な
ど
ひ
と
り
に
つ
き

一
万
九
千
円

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(6月器出分)

倖齢世帯主名

83 欣-

96 制之

80 マサヨ

76 一郎

63 タケヲ

87 ミチ子

44 由美子

死亡者氏名
矢部千代野

田網

熊田マサヨ

矢部荘

溝井タケヲ

小針ミサ

小原辰

地区
J 11 Jll 

1、高

中

南須釜

3，906人(-7)

今
月
の
納
税

村

東

毘

税

由
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

1
期

第

1
期

ア
月
八
刀

〔
納
期
限
は
ア
月
幻
臼
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

村

公

民

館溝
井
は
な
よ

針

愛
子

曲
占
き
く
み

長十

ユ司
『丁
、h

lへ

真
弓

は
ん

村
み
ち
は
下
水
道
工
事
で
賑
わ
え
リ
人
夫
着
衣
も
カ
ラ
!
と
な
り
て

生十

玄丸
五L

里

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と
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シ
リ
ー
ズ

今
日
の
食
卓
④

今
月
の
お
題
は

「
夏
場
の
安
全
な
お
弁
当
」
で
す

食
中
毒
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で

す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
、
お

弁
当
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ω
完
全
に
さ
ま
し
て
か
ら
詰
め
ま
し

よ、っ
。

ω
お
か
ず
に
は
完
全
に
火
を
通
し
ま

しょ、っ。

川
汁
気
を
少
な
く
仕
上
げ
ま
し
ょ
う

D

川
ご
は
ん
と
お
か
ず
は
別
容
器
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

ー
宮
城
県
大
衡
村
|

吉
田
あ
い
『
ず
さ
ん

(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と
大
衡

村
は
、
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
お
り
、
仙
台
市
か
ら
約

お
凶
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
東
北
自

動
車
道
大
和
ゃ
ん
か
ら
車
で
約
日
分
で
す
。

村
の
面
積
は
約

ω隔
で
、
人
口
が
六

千
人
余
り
で
す
。
人
口
は
、
玉
川
村
よ

り
す
こ
し
少
な
い
規
模
で
す
。

大
衡
村
と
言
っ
て
も
皆
さ
ん
ご
存
知

な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
有
名
な
観
光
地
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
:
:
:
。
し
か
し
自
然
は
と
て
も

豊
か
で
す
し
、

玉
川
村
と
同
じ
く
地
理

的
に
交
通
の
要
所
で
す
か
ら
、
近
年
、

だ
ん
だ
ん
と
発
展
し
て
き
で
お
り
ま
す
。

I百みそ添えなすベーコンj
1人分206キロカロリー

ス

を

て

付

ど

し

い
い
な
に
す

ア

昧

辛

で

ト
ヒ
リ
い

ン
に
ピ
し

尚

そ

て

味

川

み

え

美

ワ

百

加

も

申41回
4枚

大さじ 11/2 
小さじ 11/2 

小さじ1/2
大さじ3

料 (4人分)ー

-なす

・ベーコン

・みそ

・砂糖

・酒

・サラダ油

一棺

ま
た
、
村
の
北
西
部

一帯
に
は
、

玉
城
寺
原
演
習
場
が
あ
り
自
衛
隊
の

演
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
初
年
に
大
衡
村
で
全
国
植
樹

祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
開
催
場
所
に
万

葉
植
物
を
主
体
と
し
た
森
林
公
園
が

造
ら
れ

『昭
和
万
葉
の
森
」
と
し
て

憩
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
の
有
名
人
で
は
、
画
家
の
故
菅

野
廉
画
伯
で
し
ょ
う
か
。
「
蔵
王
の

画
家
」
と
呼
ば
れ
、
肖
像
画
の
名
手

と
し
て
有
名
な
人
で
、
現
在
村
の
ふ

る
さ
と
美
術
館
に
闘
伯
の
絵
画
が
常

設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
方
雷
ク
イ
ズ
〕

東
北
の
南
部
地
域
な
の
で
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
よ
う
な
方
言
が
多
い
で
す

が
、
「
も
だ
ら
」
と
言
っ
た
ら
な
ん

で
し
ょ
う
か
?

※
前
月
号
の
答
え
i
「怠
惰
な
様
ヲ
ウ
」

①甘みその材料を鍋に入れ、固めに目みそを作ります。

②なすのへたはとらず、縦半分に七万り、半分に切った

なすを横に切れ巴を入れます。

@②の切れ目に①の目みそを

はみ出ない程度にはさむ。

@ゆにベーコンを巻く。ベー

コンがはずれないよう、つ

ま楊枝で巻きはじめと終わ

りを重ねて止めます。

⑤フライパンに多めに油を弓|

いて、④を入れて焼きます。

朝
心に残る

我がふるさと

『ふる里が育むものJ

千葉県千葉市

首藤啓介さん

(小高出身・首藤雨輔さんの弟)

東
京
玉
川
会
で
は
、
最
年
少
の

私
で
す
が
、
総
会
に
出
席
す
る
と
、

実
家
の
「
柏
屋
商
広
」
の
こ
と
や
私

の
兄
姉
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
千
葉
市
幕
張
に
居

を
構
え
て
お
り
ま
す
。
昔
は
サ
ツ

マ
イ
モ
畑
と
で
ん
ぷ
ん
工
場
、
そ

し
て
潮
干
狩
り
や
海
水
浴
が
楽
し

め
た
遠
浅
の
海
で
有
名
だ
っ
た
こ

の
幕
張
の
町
は
、
今
で
は
幕
張
メ

ッ
セ
な
ど
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
立

ち
並
ぶ
「
幕
張
新
都
心
」
に
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
幕
張
の
地
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
十
八
年
に
な
り
ま
す
。
十

八
年
と
い
う
と
、
私
が
生
ま
れ
て

か
ら
高
校
生
ま
で
玉
川
村
で
の
生

活
と
同
じ
年
数
で
す
。
拙
宅
の
近

12 

く
に
は
花
見
川
が
流
れ
水
田
が
広

が
り
、
小
高
い
丘
を
背
に
農
家
の

屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
す
。
子
供
達

は
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

桑
の
実
を
味
わ
っ
た
り
し
ま
す
。

か
つ
て
、
友
達
と
遊
ん
だ
あ
の
玉

川
村
の
光
景
が
二
重
写
し
と
な
っ

て
娃
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
し
て

と
て
も
懐
か
し
く
、
心
が
和
む
の

で
す
。

私
が
子
供
の
頃
、
ふ
る
里
玉
川

村
で
見
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
、

し
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
そ
れ

ら
す
べ
て
が
、
私
の
見
方
、
感
じ

方
、
考
え
方
の
原
型
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

玉
川
村
の
輝
か
し
い
未
来
を
象

徴
す
る
福
島
空
港
で
す
が
、
ジ
ェ

ッ
ト
機
を
離
着
陸
さ
せ
る
「
玉
川

村
の
大
地
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
と
心
よ
り
願
い

ま
す
。




